
　

民
主
党
政
権
は
2
0
1
5
年
1
月
に
も

「
共
通
番
号
」を
実
施
す
る
構
え
だ
が
、こ

の
制
度
の
実
像
と
重
要
性
を
、い
っ
た
い
、

ど
れ
だ
け
の
国
民
が
理
解
し
て
い
る
の
か
。

い
ま
は
、ま
ず
説
明
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。

給
付
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

1
9
9
7
年
、「
基
礎
年
金
番
号
」が
導

入
さ
れ
た
際
、約
8
・
5
億
件
に
上
る
各
種

年
金
記
録
は
整
理
集
約
さ
れ
る
は
ず
だ
っ

た
。と
こ
ろ
が
、10
年
後
に
約
5
0
9
5
万

件
も
の「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」が
発
覚

し
た
。旧
・
社
会
保
険
庁
に
よ
る
不
正
処
理

や
ず
さ
ん
な
処
理
の
集
積
に
違
い
な
い
が
、

担
当
者
か
ら「
結
婚
や
離
婚
で
の
苗
字
変

更
や
転
居
先
が
つ
か
め
な
い
」「
氏
名
の
読

み
が
同
じ
で
も
同
一
人
物
で
は
な
い
」等

の
嘆
き
を
聞
い
た
。

　

個
々
人
の
履
歴
を
管
理
す
る
住
民
基
本

台
帳
と
結
び
付
け
な
か
っ
た
弱
点
で
あ
っ

た
。も
っ
と
重
大
な
欠
陥
は「
年
金
受
給
前

に
必
ず
本
人
申
請
が
あ
る
」と
思
い
こ
ん

で
い
た
こ
と
。「
入
口
」（
加
入
）と「
出
口
」

（
受
給
や
死
去
）の
管
理
に
重
点
を
置
き
、

納
付
状
況
の
途
中
報
告
も
、各
種
届
け
出

の
説
明
も
、受
給
申
請
方
法
も
説
明
不
足

だ
っ
た
。行
政
側
の
懸
命
な
努
力
な
し
に

本
人
へ
責
任
を
転
嫁
す
る「
申
請
主
義
」の

悪
弊
と
い
え
る
。

　

今
回
の
共
通
番
号
案
は
、姓
名
の
変
更

や
最
新
の
住
所
情
報
が
分
か
る「
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
2
0
0
2
年
施

行
、姓
名
、生
年
月
日
、性
別
、住
所
、住
民

票
コ
ー
ド
）が
活
用
さ
れ
る
。さ
ら
に「
納

税
者
番
号
」を
兼
ね
備
え
る
制
度
だ
け
に
、

社
会
保
障
制
度
全
般
で
、国
民
の
権
利
を

守
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
目
的
を
明
確
に
し

て
活
用
例
を
具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

「
年
金
・
医
療
・
介
護
の
各
保
険
証
1
枚
化
」

「
希
望
者
に
検
診
情
報
、サ
ー
ビ
ス
利
用
・

費
用
情
報
を
提
供
」な
ど
と
言
わ
れ
て
も

実
感
が
わ
か
な
い
。

　
負
担
面
で
の「
公
正
」は
？

　

民
主
党
は
年
金
制
度
を
所
得
比
例
一
本

に
ま
と
め
、消
費
税
に
よ
る
最
低
保
障
年

金
を
併
設
す
る
公
約
を
掲
げ
た
。国
民
年

金
加
入
の
自
営
業
者
を
所
得
比
例
年
金
に

組
み
込
む
に
も
、最
低
保
障
の
対
象
者
を

絞
る
た
め
に
も
よ
り
正
確
な
所
得
把
握
が

不
可
欠
に
な
る
。

　
「
共
通
番
号
」は
、こ
の
負
担
面
で
の「
公

正
」を
図
る
、も
う
ひ
と
つ
の
目
的
を
持
つ
。

「
ク
ロ
ヨ
ン
」（
所
得
捕
捉
率
は
勤
め
人
9

割
、商
工
業
者
6
割
、農
業
者
4
割
の
意
）

「
共
通
番
号
」制
度
は

何
を
目
的
に
す
る
の
か

■
社
会
保
障
と
税

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論

「
共
通
番
号
」制
度
は

何
を
目
的
に
す
る
の
か



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

を
根
絶
す
る
の
は
無
理
で
も
、一
定
額
以

上
の
取
引
に
共
通
番
号
で
の
申
告
を
義
務

付
け
れ
ば
悪
質
な
高
額
脱
税
を
防
げ
る
。

　

配
当
、利
子
、不
動
産
譲
渡
な
ど
の
所
得

を
分
離
課
税
で
は
な
く
総
合
的
に
課
税
す

る
道
も
拓
け
る
。も
ち
ろ
ん
自
営
業
者
の

仕
入
・
売
上
か
ら
個
々
人
の
所
得
申
告
と

支
払
調
書
、銀
行
口
座
や
株
式
・
債
券
等
ま

で
共
通
番
号
を
付
け
る
作
業
を
段
階
的
に

進
め
る
覚
悟
が
い
る
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
と
い
う「
水
平
的

な
公
平
性
」を
高
め
る
に
は
、各
種
所
得
の

総
合
課
税
に
よ
る
累
進
税
率
の
適
用
で「
垂

直
的
な
公
平
性
」を
取
り
戻
す
必
要
性
が

あ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
な
い
限
り
、消

費
税
の
逆
進
性
を
防
ぐ
低
所
得
者
へ
の「
給

付
付
き
税
額
控
除
」（
所
得
に
応
じ
減
税
の

恩
恵
を
受
け
な
い
分
を
現
金
支
給
）は
導

入
で
き
な
い
。も
し「
子
ど
も
手
当
」に
所

得
制
限
を
設
け
る
場
合
に
も
絶
対
条
件
で

あ
る
。　

　

つ
ま
り
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
と

は
、租
税
体
系
全
体
で
、富
め
る
も
の
が
よ

り
多
く
負
担
す
る
所
得
の
再
分
配
機
能
の

回
復
・
強
化
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い（
表
参

照
）。

　
公
平
さ
を
支
え
る
公
正
さ

　

こ
の
春
、国
民
皆
保
険
と
国
民
皆
年
金

は
共
に
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
る
。こ
の

体
系
の
下
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
老
後
の
所

得
保
障
を
平
等
に
受
け
ら
れ
る「
公
平
」を

目
指
し
て
き
た
。し
か
し
、そ
れ
を
支
え
る

負
担
面
で
の「
公
正
」は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

た
と
え
ば
、国
民
年
金
で
は
一
般
的
に

高
所
得
の
医
師
、弁
護
士
、税
理
士
ら
も
零

細
な
商
店
主
や
20
歳
以
上
の
学
生
ら
も
一

律
定
額
の
保
険
料
を
課
せ
ら
れ
る
。

　

市
町
村
国
保
の
財
政
運
営
の
厳
し
さ
は

分
か
る
も
の
の
、被
用
者
保
険
の
加
入
者
も

納
め
る
租
税
に
よ
る
一
般
財
源
で
赤
字
が

穴
埋
め
さ
れ
る
の
は
正
常
な
姿
で
は
な
い
。

　
「
自
営
業
者
の
所
得
把
握
が
困
難
」と
い

う
言
い
訳
を
次
の
半
世
紀
も
繰
り
返
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。当
然
な
が
ら
共
通
番

号
は
資
産
や
利
子
へ
の
課
税
強
化
を
豊
か

な
勤
め
人
に
も
平
等
に
も
た
ら
す
。も
ち

ろ
ん
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
本
人
に
な
り

す
ま
す
不
正
利
用
な
ど
も
怖
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
政
府
と
行
政
が
不
親
切
な「
申

請
主
義
」を
改
め
、国
民
本
位
の「
サ
ー
ビ
ス

主
義
」に
切
り
換
え
る
決
意
と
具
体
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
示
す
こ
と
が
何
よ
り
大
事
だ
。

※
参
考
文
献
・
榎
並
利
博
著『
共
通
番
号（
国
民	

	

Ｉ
Ｄ
）の
す
べ
て
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）
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「共通番号」の理念
①より公正・公平な社会
②社会保障がきめ細かく的確に行われる社会
③行政に過誤や無駄のない社会
④国民にとって利便性の高い社会　
⑤国民の権利を守り、国民が自己情報をコントロールできる
　社会の実現を目指す。

※「社会保障・税に関わる番号制度に関する実務検討会・中間整理」より


